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	このスキームにあるA~N全ての化合物の構造式を示せ。なお、Aは空気よりも密度
	　が低い気体の炭化水素であり、Gは天然に存在するアルコールである。また、F'は
	　異性体混合物であるが、F"はトランス体のみからなっている。
	（補足）図中のtは加熱することを意味する。0,4-0,9MPaは0.4-0.9MPaの誤りである
	　天然に存在する菊酸は（1R,3R）の立体配置を取るが、スキームに示された方法では菊酸の立体異性体混
	天然に存在する菊酸の構造式を示せ。
	　テトラメトリンは、多くの家庭用殺虫剤の鍵となる成分である。第一世代ピレスロイドに属するこの化合物は

